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１ 発表テーマ
奄美産木材の利活用に向けた新たな取組

２ テーマの趣旨・目的 ＜取組課題選定の背景含む＞
奄美地域においては，豊富な広葉樹資源を活かして，古くからパルプチップ

用の素材生産が行われてきた。

近年では，パルプチップ用材として伐採された材の中から良質材を製材用・

土木資材用・薪用として利用するなど資源的に充実しているイタジイの利活用

に向けた取り組みが進められていた。

しかし，地域林業の中核を担っていた宇検村にある唯一のチップ工場が令和

２年11月に閉鎖・撤退し，主伐による原木生産が停止したことから，地域林業

が停滞する事態となった。

そのような中，原木出荷先の確保と効率的かつ安定的な原木集出荷体制の構

築が必要となった。

３ 現状及びこれまでの取組みの成果・課題
① 成果（目標数値等を定めた場合は、その成果を含む）

関係者による集出荷体制の整備

・ 交渉・協議の結果，鹿児島市にある木質バイオマス発電施設へ燃料用原

木としての出荷先を確保。

・ 生産基盤の強化による原木の安定供給体制を構築するため，関係者４社

（会員）と関係５市町村と県（特別会員）による『奄美産木材流通促進協

議会』を設立。

・ 原木出荷に必要となる運搬車・積込用機械の導入に際し，購入資金融資

の窓口となる独立行政法人奄美群島振興開発基金に対する林務サイドから

の助言及び情報共有・意見交換を行い，円滑な審査業務に協力。

・ 関係者による原木の集出荷状況について情報共有を行う定例会の開催。

・ 原木出荷先である木質バイオマス発電所との意見交換会の開催。

→意見交換で出された買取価格アップの要望に応えていただき，価格が

500円アップすることとなった。

・ 素材生産が再開されたことにより，集荷された原木の中から，良質材に

ついては付加価値の高い土木用資材や薪用材として有効活用。

木質バイオマス燃料用原木集荷量（宇検村土場で計測） （単位：ｔ）

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和３年度 745 266 119 254 330 281 330 267 493 205 196 257 3,744

令和４年度 223 231 332 － － － － － － － － － 786



木質バイオマス燃料用原木出荷量（バイオマス発電所で計測） （単位：ｔ）

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和３年度 － － － － － 29 377 503 489 502 589 515 3,004

令和４年度 379 52 107 － － － － － － － － － 538

② 課題

令和３年９月からバイオマス燃料用として原木の出荷が始まったが，貨物

船を利用した出荷となるため荒天による欠航などもあり，当初想定した月800

ｔの出荷計画に対して，最高で月590ｔと約７割強に留まっており，今後出荷

用運搬車の増台も含めた出荷体制の整備を図っていく必要がある。

また，集荷体制においても，月産800ｔの計画に対して，最高で493ｔと６

割強に留まっており，集荷体制の強化を図っていくほか，会員の脱退が見込

まれることから協議会の体制整備も急務となっている。

４ 今後取組むべき内容
① 具体的手法又は検討方向

⑴ 集出荷体制の支援・整備

・ 効率的な出荷体制の構築に向けた運搬車の増台に向けた取り組みを支援。

・ 原木出荷を担う船会社との緊密な連携に向けた取り組みを支援。

・ 安定的な原木集荷に向けた会員の定期的な進捗管理を行う定例会を開催。

・ 会員の生産体制の強化を図るため，素材生産に係る支援制度の検討。

・ 国立公園に係る許可行為等や森林法に係る各種制度・手続きに関する勉

強会の開催。

⑵ 担い手の育成・確保

・ 安定的な集荷体制を確立するため，新たな素材生産業者の育成を進める。

・ 従業員の高齢化が進んでいることから新たな林業担い手の育成・確保に

取り組む。

・ 生産コスト低減に向けた架線集材研修会の開催。

② 理由

令和３年７月に世界自然遺産に登録されたことから，今後はさらに自然環

境と森林・林業との共存が重要となってくるため，奄美産木材流通促進協議

会が率先して自然環境に配慮した素材生産体制を確立し，関係者と連携して

奄美地域の森林・林業の振興に取り組んでいく必要がある。

③ 期待する成果（目標数値等を定めた場合は、その内容を含む）

これらの取り組みにより，原木の安定した集出荷体制の整備を図り，令和

８年度の燃料用原木出荷量12,000ｔを目指し，自然環境に配慮した奄美地域

の循環型林業の体制づくりに寄与する。
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